
コンクリート二次製品検査基準 

 

 

第１ 目的 

この基準は、長野県が発注する農業農村整備事業における工事の実施にあたり、工事に

おいて使用するコンクリート二次製品（以下、「二次製品」という。）の検査に必要な事項

について示すものである｡ 

第２ 適用 

この検査基準は製造工程が一貫して管理されている二次製品について行う検査に適用

するものである｡ 

第３  検査の内容 

(1) 工場検査 

JIS 規格製品及び JIS 規格同等品については､日本工業規格を充分熟知し､必要に応じ

JIS 規格に準じて検査を行うものとする｡ 

JIS 規格外製品については､製造業者が定めている基準により､寸法､重量､配筋等につ

いて必要に応じて検査を行うものとする｡なお、品質及び寸法の許容差は､類似の JIS 製

品の規定を準用する｡ 

また、実施検査（工場検査）で確認出来ない場合は工場で行った試験成績書又は施工

管理記録により､確認するものとする｡ 

(2) 現地検査 

外観､形状については､現場へ搬入の都度全数を検査対象とする。 

検査は、製品表面の気泡孔､凹凸､ひび割れ､あばた､製品自体のねじれ､そり等につい

て行うものとし、欠損品については、別表「欠損品の許容基準」に定める基準により実

施し判定を行う。 

第４ 検査結果 

 検査結果は復命書、工事記録簿及び監督日誌等に記録するものとする｡ 
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（別表）欠損品の許容基準 
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適用品目 欠損№ 寸法記号 基準 適用 

Ａ Ｔ×１／２ 
① 

Ｂ 15ｍｍ 
①´にも準用する。 

Ｃ 15ｍｍ 
② 

Ｄ Ｔ×１／２ 
②´にも準用する。 

Ｅ Ｔ 
③ 

Ｆ Ｔ´×１／３ 

Ｅ Ｔ 
③´ 

Ｆ Ｔ´×１／３ 

鉄筋の露出があれば

不合格とする。 

①～③ Ｇ 

1ヶ所100ｍｍ①～③´

の合計長 

Ｌ／４ 

 

④  欠損を認めない  

１ コンクリートフリューム類（ベ

ンチフリューム、トラジションフ

リューム、落差フリューム、カー

ブフリューム、横断フリューム

等）、道路用各種コンクリート製

品、L型ブロック、落差工、水槽、

柵杭、ボックスカルバート、一体

型柵渠 

 

断 面 

 

 

側 面 

 

(内面) 

 

 

（外面） 

 

  

Ｈ 

10ｍｍ 

Ｉ 
10ｍｍ 

柵渠のアーム及びＬ

型ブロックの長さＬ

はそれぞれの内面長

とする。 

 

 

許容基準値内の欠損

部の修理は現場にお

いてのみ認める。 

落差工水槽のＬは 2

辺の計とする。 

 

それぞれが5ｍｍ以内

は欠損としない。 

⑤ 

Ｇ 

1ヶ所100ｍｍ延べ長 

Ｌ／４ 

 

２ 板柵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

（別表）欠損品の許容基準 

適用品目 欠損№ 寸法記号 基準 適用 

Ａ Ｔ×１／３ 
⑥ 

Ｂ 15ｍｍ 
⑥´にも準用する 

Ｃ 15ｍｍ 
⑦ 

Ｄ Ｔ×１／２ 
⑦´にも準用する 

Ｅ Ｔ  
⑧ 

Ｆ Ｔ×１／５ 

⑥～⑧ Ｇ 

1 ヶ所 100ｍｍ⑥～⑧の

合計長 

Ｌ／５ 

Ｔ×１／５が 10ｍｍ

を超える場合は、10

ｍｍ以内、ただし、鉄

筋の露出があれば不

合格 

⑨  欠損を認めない  

３ 鉄筋コンクリート管類 

 

 

側 面 

 

 

 

断 面 

 

 

 

 それぞれ5ｍｍ以内は

欠損としない。 
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